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夕方の赤く染まった世界の中で私は千をこえる石を川に投げつづけた。

すると近くの草むらから怒ったようすの大男が竹馬にのって現れたんだ。

村へと足早に帰る私の目の前に、大きな虫が現れた。

おどろいた私は思わず声をあげてしまったが、よく見たら虫の着ぐるみに入った私の妹だった。

まったくいたずら好きな子だと私は笑いながら妹の頭をやさしくなでた。


